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令和元年度仙台市高速鉄道事業の概況と決算の大要 

 

1 事 業 の 概 況 

本年度の高速鉄道事業は，南北線と東西線とが一体となって十文字型の骨格交通軸を形成し，本市

における基幹交通機関として市民生活において重要な役割を担うなかで，安全性及び利便性の向上に

取り組むとともに，利用促進や効率的な事業運営に努めました。 

安全性向上に向けた取組みとして，南北線において，経年劣化した高圧受電設備の更新等を実施し

たほか，バリアフリー化の一環として，駅出入口の階段の段差明瞭化や駅構内における触知案内設備

及び非常用警報装置等の誘導・案内設備の整備を行うとともに，駅トイレについて，入口の段差解消

やオストメイト用設備を備えた車椅子対応トイレの増設を含めた全面改修を計画的に実施しました。 

利便性向上に向けた取組みとして，勾当台公園駅北 2 出入口におけるエスカレーター設備の増設等

を行ったほか，ＩＣ乗車券システム運用の安定性確保のため，前年度に引き続きシステム更新を行い

ました。 

利用促進に向けた取組みとして，前年度に引き続き市内の中学校に在籍する 3年生に，一日乗り放

題となる無料乗車券「中学 3年生卒業おめでとうきっぷ」を配付したほか，羽生結弦選手ポストカー

ド付き一日乗車券の販売や，映画公開等にあわせ駅構内を活用したスタンプラリーなどを実施しまし

た。また，お客様サービスを維持しつつ効率的な事業運営を図るため，新たに台原駅を加えた 20 駅

において駅業務の委託を行いました。 

本年度における運輸成績は，次表のとおりであります。 
 

区       分 令和元年度 平成 30 年度 
比       較 

増 減（△減） 比 率（ ％ ） 

在 籍 車 両 数 （ 両 ） 144 144 0 100.0 

実 働 車 両 数 

（ 両 ） 

平 日 124 124 0 100.0 

土休日 76 76 0 100.0 

走行キロメートル （千㎞） 12,623 12,609 14 100.1 

乗 車 人 員  （千人） 91,683 90,893 790 100.9 

定 期 外 42,976 43,998 △    1,022 97.7 

定   期 48,707 46,895 1,812 103.9 

乗 車 料 収 入    （千円） 15,775,986 15,761,663 14,323 100.1 

定 期 外 9,354,749 9,539,332 △   184,583 98.1 

定   期 6,421,237 6,222,331 198,906 103.2 
 

（注）乗車料収入は，消費税及び地方消費税抜きの額であり，敬老乗車証負担金及びふれあい乗車証 

負担金を含む。 

 

2 決 算 の 大 要 

本年度は，東西線の利用増により，乗車人員が 0.9 パーセントの増となり，乗車料収入も 0.1 パー

セントの増となりました。また，収益的収支については，特別損失の計上等により前年度に比較して

2,640,178 千円悪化し，4,536,847 千円の純損失となりました。 

この結果，当年度未処理欠損金は 86,717,954 千円となりますが，議会の議決を経て現存しない償

却資産に係る資本剰余金 40,715 千円を取り崩すことにより，86,677,239 千円が翌年度に繰り越され

ることとなります。 
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